
学 年 教科等 単元名 日  時 

第５学年 社会科 くらしを支える食料生産 平成 30 年６月 26 日(火)５校時 

本時に 

おける 

｢深い学び｣ 

米の生産地の偏りについて，子ども達の調査結果と生産量の多いところについて日本地図にまとめさせる

ことで主な産地について分かるようにします。また，米の原産国や輸入量についての二つの事象を提示する

ことで，これから展開されていく米の生産にかかわる学習で必要となる問いをもたせるようにします。本時

は，この姿まで到達させることで，深い学びとします。 

予想をもたせ，事実を資料から正確に読み取らせるために 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢比較・関連付け｣て考えて，疑問をもたせるために 

事象提示１                          事象提示２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

宮崎は，野菜

も多いし，周り

に田もあるか

ら宮崎は多い

はず。 

 近くのスーパーにはこのようなところか

ら来てるけど，生産量が多いのはどこかな？ 

子どもの反応及び意識の高まり 

近くのスーパーで売られている米の産地を調べてきた結果を基に，

どこが多いか予想をさせました。その後，ランキング形式で発表し，

日本地図で色を塗らせることで，都道府県の位置関係の定着の個人差

にも配慮しました。色ではっきりと見えてくるので生産地の偏りに，

すべての子どもが気付くことができました。 

ぼくは，北海道や東北地方が

多いと思います。 

わざわざ遠い

ところからきて

いるから，生産

量が多いのか

な？ 

別の言い方をすると，

わたしは，宮崎県と比べ

ると，寒いところが生産

量が多いと思います。 

 日本は，寒い東北地方を中心に生産量が多いけ

れど，米の原産地はどのようなところだと思う？ 

 これだけ生産しているんだけれど，米を外国から

800,000 トン輸入しているんだよ。 

子どもの反応及び意識の高まり 

 次の単元の学習につなげるために，米の生産についての疑問をもたせるための事

象提示を行いました。気候との関連については，多くの子どもが疑問に感じること

があったようです。ただ，輸入については，驚きをもったようですが，身近に外国

のお米と接していないということから，疑問として感じる子どもが少数でした。事

象の提示の仕方について検討が必要だと感じました。 

生産地には，偏り

があるぞ！！ 

九州の生産量は

少ないんだなあ。 

予想を基に作

業をすると 

寒いところで生産量が多いか

ら，同じように寒いところかな？ 

宮崎のように暖かいところな

んだ！！どうしてだろう？ 

米は，和食だよね。日本のものと思

っていたから輸入しているなんて思

わなかったよ。輸入する必要なんてな

いのじゃないかな？どうしてなのだ

ろうね。 

新潟県の生産量より多

いなんて，どうしてなの

かな？お店で調べたとき

には，見たことないよ。 

80 万トンは多すぎ

るよね。こんなに輸入

しているなんてびっ

くりしたなあ。 



授業実践計画 

○ 指導計画（４時間）：詳細については次頁に記載 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 社会的事象に出合い，学習問題を確認する。 

○ 宿泊学習で食べた米の産地 

○ 身の回りにある米の産地 

  ・ 自宅で食べている米の産地 

  ・ スーパーに売られている米の産地 

 ○ 学習問題 

 

 

２ 本時学習について見通しをもつ。 

○ 学習問題に対する予想 

 

 ○ 解決の見通し 

  ・ 米の生産量の多いところの調査 

 

３ 米の生産量の多いところを日本地図にまとめる。 

 

 

 

４ 米の生産量の多いところの地域性について考え，

学習問題に対するまとめを行う。 

○ 米の生産のさかんなところ 

 

 

 

５ 米の原産地と輸入量を提示し，米の生産について

関心をもたせる。 

○ あたたかい地域が原産地である米 

○ 約 80 万トンの輸入量 

 ○ 学習のまとめ 

 

 

 

 

 

○ 子どもが調べてきた米の産地を発表させ，白地図

にまとめさせる。宮崎だけではなく，日本各地から

届けられており，米が日本各地で生産されているこ

とに気付かせるようにする。 

 

○ 米の総生産量と農産物に占める生産額を提示し，

農畜産物の産地についてまとめた地図のふりかえり

をとおして，本時の学習問題について確認する。 

 

○ 米の生産量の多い都道府県について予想を立てさ

せる。その際なぜそう思うのか，根拠を発言させ，

発言内容を類型化して板書しておくことで，米の生

産についての見方が把握できるようにする。 

 

○ 米の生産量の多い都道府県について，白地図に色

を塗らせることで，生産量の多いところの分布につ

いて気付くことができるようにする。 

 

○ 白地図にまとめたことから分かることを読み取ら

せることで，米の生産量が多いところについて気付

くことができるようにする。 

 

 

 

 

○ まとめたことを基に，米の原産地について予想さ

せ，事実とズレをもたせるようにすることで，今後

の学習を支える思いをもつことができるようにす

る。 

○ 輸入量を提示し，生産量が一番多いところよりも

多いことに気付かせることで，米の生産にかかわる

問題の一端に気付かせ，これからの学習への関心を

もつことができるようにする。 

 

○ めざす子どもの姿 

 

  

 

⑴ カレーに使われている食材を基に単元を貫く問いをもつ。              １時間 

⑵ 産地調べを行う。                                ２時間 

・ 農・畜産物の産地調べ・・・・・・・・・１ 

・ 米の産地調べ・・・・・・・・・・・・・１（本時） 

⑶ 日本の主な農・畜産物の産地についてまとめる。                  １時間 

 米の主な産地を基に，米の生産についての問いをもつことができる。 

 日本の米の生産が多いところはどこだろう。 

 米の生産は，北海道や東北地方など寒いところが

多い。 

・ あたたかい地域で育つ米のはずなのに，どう

して寒い地域でよく栽培されているのだろう。 

・ どうしてお米を輸入しているのだろう。外国

の米を見たことはないけどなあ。 

米の生産は，北海道や東北地方などの寒いところが多いんだなあ。でも，あたたかい地域

で育つはずの米が，どうして寒いところで育っているのかなあ。きっと何か秘密があるはず

だ。米を輸入しているらしいけど，どうしてかなあ。解決していきたいなあ。  【態度】 



○ 教材分析   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
調
べ
る
こ
と
】
及
び
【
社
会
的
事
実
】 

【単元を貫く意識】 

カレーの食材はどこで生産されているのだろうか？ 

○ わたしたちの食生活は，全国各地で生産されている農作物によって支えられている。その

生産量は，農作物の生育条件やそれぞれの都道府県の自然環境，土地の様子等により偏りが

見られる。しかし，輸入に頼らざるをえない現状がある。その中で，宮崎県は農業生産額が

多く，食料生産基地の役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしたちの食生活を支えている食料生産は，全国

各地で行われている。その中でも，それぞれの土地の

自然環境を生かし食料生産が行われている。 

【
ま
と
め
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
】 

（農産物の産地調べ） 

○ お店に並んでいる農産物の産地 

様々なところから品物は運ばれてきて

いる。 

農産物は，外国からも運ばれてきてい

る。 

 

○ 統計データによる農産物の産地 

  農産物は全国各地でつくられている

が，生産がさかんな地域には偏りが見ら

れる。 

   

【
社
会
的
事
象
の
意
味
】 

次単元につなげる思い 

○ 米の生産は，どうして寒

い地方が多いのかな？ 

○ 寒い地方で米がたくさん

とれる秘密についてさぐり

たいなあ。 

○ 外国から輸入をしている

のは，どうしてだろう。 

○ 農産物は，全国各地でつくられている

が，農産品によってつくられているとこ

ろには偏りがみられる。 

 

○ 農産物を特に生産している地域には

偏りが見られる。 

 

○ 農産物の一部は外国から輸入してい

る。 

○ 米は様々な品種があり，全国各地で生産

されている。 

 

○ 米は元々暑い地域の作物であり，米の生

産の多い日本の地域の気候とは違いが見

られる（次の単元につながる疑問）。 

 
○ 米は年間 80 万トンほど輸入している。 

（米の産地調べ） 

○ 自分が食べている米の産地 

 産地は様々あり，置かれている家庭環境に

よってお店で買う家庭もある。 

○ お店に並んでいる米の産地 

  日本全国にお米があり，宮崎の地で買うこ

とができる。 

 

○ 統計データによる米の産地 

  米は，北海道や東北地方を中心とした寒い

地域でより多く生産されている。 

 

（米の原産地） 

○ 米の原産地 

  元々は，暖かい地域の作物である。 



○ 単元指導計画（４時間） 

段階 ねらい ○主な学習活動 ・内容  □指導上の留意点  ※評価 

 

 

生

み

出

す 

⑴ 

 

 カレーに使われている食材

を基に，どこで生産されている

のかについて話し合い，単元を

貫く意識をもつことができる。 

     

 

 

〈第 1時〉 

  
 

○ 食材の｢産地｣について予想する。 

 ・学校では 

 ・家では，お店では 

 

【単元を貫く意識】 

 

 

□ 宿泊学習で作ったカレーの

食材を基に，どこで生産されて

いるのかについて関心をもた

せ，追究意欲がもてるようにす

る。 

 

※【学びに向かう力，人間性等】

…ノート，発言 

 

 

 

 

挑 

 

む 

 

⑵ 

 

 

 

 

 

 農産物の産地を地図にまと

めることを通して，産地には偏

りが見られることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈第２時〉 

  

 
 

○ お店の産地調べの結果についてまとめる。 

 ・じゃがいもはどこから 

 ・にんじんはどこから 

 ・玉ねぎはどこから 

 ・お肉はどこから 

 

○ 統計資料を基に産地を日本地図にまとめる。 

 ・じゃがいもはどこで 

 ・にんじんはどこで 

 ・たまねぎはどこで 

 ・お肉はどこで 

□ 農産物の産地調べの調査結

果や，統計資料を日本地図にま

とめることをとおして，産地に

はもう作物によって偏りがあ

ることが分かるようにする。 
 

※【知識・技能】…ノート，発言 

 米の産地を地図にまとめる

ことを通して，米の産地の特色

について分かる。 

 

 

 

 

 

 

〈第３時〉【本時】 

 

 

○ お店の産地調べの結果についてまとめる。 

 ・米はどこから 

 

○ 統計資料を基に，米の産地を日本地図にまとめる。 

 ・米はどこで 

 

○ 米の原産地や輸入量を基に，米に対する疑問をもた

せる。 

□ 米の産地調べの結果や，統計

資料をから，米の産地の特色に

ついて読み取ることができる。 

 

※【知識・技能】…ノート 

 

生

か

す 

⑴ 

 

 農産物が多く生産されてい

るところについてまとめ，次の

単元の見通しをもつ。 

 

 

〈第４時〉 

  
 

○ これまでまとめてきたものを基に，農産物が多く生

産されているところについてまとめる。 

  

 

○ 産地と地形や気候とのかかわりについて考える。 

□ 農産物を多く生産している

ところについて，地形や気候と

かかわりがあることを考える

ことができる。 

 

※【思考力・判断力・表現力等】

…ノート，発言 

【参考資料～本時扱う資料】 

米の生産量ランキング       

 

 

 

 

   

 

出典：農林水産省 2017                            

１ 新潟 611,700 

２ 北海道 581,800 

３ 秋田 498,800 

４ 山形 385,700 

５ 茨城 358,900 

６ 宮城 354,700 

７ 福島 351,400 

８ 千葉 299,700 

９ 栃木 294,200 

10 岩手 265,400 

農産物が多く生産されているのはどこだろう。 

カレーの食材は，どこから届いているのだろう。 

農産物が多く生産されているのはどこだろう？ 

米はどこから届けられているのだろう。 

農産物は，どこから届けられているのだろう。 

米の輸入量 約 76 万７千トン 

平成 28 年度 農水省調べ 

（http://www.maff.go.jp/） 

 

 

日本にやってきたルート 

(http://gohan.life/articles/10) 

 

原産地付近の雨温図 

(http://www.nocs.cc/study/wl

d/asia2010.htm) 

http://www.maff.go.jp/
http://gohan.life/articles/10


 


